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記号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　法（ｍ） 備　考

ｆ 1 （開校七十周年記念） 旧北谷小学校 昭和41.11 １段　総高1.82×0.55×0.55　 プレート
ｆ 2 （記念植樹） 旧北谷小学校 昭和60.6.吉日 ２段　総高0.90×0.14×0.10　
ｆ 3 （校歌碑） 旧北谷小学校 平成10.8.吉日 ２段　総高0.95×1.00×0.18　

設立年 西暦 学　　校　　名 場　所 備　　　　　　考

明治７年 1874 渓嶝小学校 栃神谷
河合･木根橋･小原（一時３区で）・栃神谷・中尾・
北六呂師６区で設立。～ 23年迄。栃神谷区は23年
丸山小学校に入る

明治７年 1874 谷小学校 谷 谷区で設立。26年北谷小学校に統合
明治19年 1886 木根橋小学校 木根橋 河合・木根橋・小原３区で設立。～ 23年迄

明治20年 1887 杉山小学校 杉　山 杉山・中野俣２区で設立。26年に北谷小学校に合併
され27年分教場に

明治24年 1891 小原小学校 小　原 小原区で設立。～昭和10年迄

明治24年 1891 河合小学校 河　合 河合・木根橋・中尾・北六呂師４区で設立。27年廃
校

明治26年 1893 北谷小学校 河　合 河合・木根橋・谷・中尾・北六呂師５区で設立
昭和22年 1947 北谷小学校 河　合 新学制。～平成９年迄
昭和22年 1947 北谷中学校 河　合 ～ 40年迄
平成10年 1998 かつやま子どもの村小学校 河　合
平成13年 2001 かつやま子どもの村中学校 河　合

表31　北　谷　地　区

表32　北谷地区学校沿革
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荒
土
地
区

記号 番号 名　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　法（ｍ） 備　考

ｇ 1 荒土小学校 希望 昭和60.3.吉日 不要 プレート
ｇ 2 荒土小学校 真理 昭和60.3.吉日 １段　総高1.21×1.705×0.15
ｇ 3 荒土小学校 校舎改築記念 昭和60.3.吉日 不要 プレート
ｇ 4 荒土小学校 （校歌碑） 昭和60 ２段　総高1.50×1.84×0.15
ｇ 5 荒土小学校 記念樹 （昭和61） １段　総高0.51×0.15×0.12
ｇ 6 荒土小学校 （組合設立記念碑） 昭和62.3 １段　総高0.75×0.83×0.39
ｇ 7 荒土小学校 悠々と遊々と 平成15.3 １段　総高0.80×0.12×0.12
ｇ 8 荒土小学校 （創立百周年記念樹） 平成21.5.吉日 １段　総高0.98×0.12×0.12
ｇ 9 荒土小学校 二宮尊徳像 無 不要
ｇ 10 北部中学校 第一回卒業記念植樹 昭和33.3 １段　総高0.30×0.15×0.15
ｇ 11 北部中学校 第二回卒業生記念植樹 （昭和34） １段　総高0.25×0.41×0.15
ｇ 12 北部中学校 はるかなる道をゆくわれら強し （昭和44） 不要 プレート
ｇ 13 北部中学校 創立二十周年記念樹 昭和54.10.1 １段　総高0.59×0.11×0.11
ｇ 14 北部中学校 歳月 昭和58.3.吉日 １段　総高1.37×0.69×0.47
ｇ 15 北部中学校 絆　卒業記念の庭 （昭和59） ２段　総高0.87×0.13×0.12
ｇ 16 北部中学校 （校門寄贈） 昭和61.10 不要 プレート
ｇ 17 北部中学校 永久の灯 （昭和63） １段　総高0.59×0.53×0.30
ｇ 18 北部中学校 卒業記念植樹 平成1.3 １段　総高0.45×0.12×0.12
ｇ 19 北部中学校 飛翔 平成2 １段　総高0.61×0.11×0.11
ｇ 20 北部中学校 敬愛 平成3 １段　総高0.45×0.21×0.12
g 21 北部中学校 （平成八年度卒業生記念） 平成8 ２段　総高1.42×0.81×0.81

設立年 西暦 学　校　名 場　所 備　　　　　　考

明治13年 1880 中ノ橋小学校 布　市 布市・清水島２区が青郊小学校より独立し設立。19年鶴生小学校に併合

明治６年 1873 鶴生小学校 松　田 松ケ崎・新保・松田・田名部・北新在家５区で設立。13年に布市・清水
島区加入。24年廃校、荒土小学校に統合

明治８年 1875 細野小学校 細　野 細野（戸倉・境・西ケ原・新道）区が設立。19年別所区加入。24年以降は細野・
細野口・別所３区で

明治８年 1875 細野口小学校 細野口 細野口・北宮地・別所３区で設立。明治19年に別所区分離。同24年細野
小学校に統合

明治24年 1891 荒土小学校 伊　波
鶴生小学校と壇ケ城小学校は廃校。新設荒土小学校に。25年田名部･布市
･清水島･北新在家区の分教場を清水島に置く。31年３区独立して清水島
小学校を置く。43年に細野小学校･清水島小学校を合併。細野に分教場を
置く

明治31年 1898 清水島小学校 清水島 布市・清水島・北新在家３区で設立

明治11年 1878 壇ケ城小学校 （堀名後伊波）
檜曽谷･堀名中清水･伊波･妙金島４区が松尾小学校から分離し成立、19年
森川･志比原･西妙金島区も加入。23年に松尾小学校が再設されたため堀名
中清水･妙金島･伊波３区だけとなる。24年伊波に移り荒土小学校と改称、
北宮地区加入

昭和22年 1947 荒土小学校 伊　波 新学制
昭和22年 1947 荒土中学校 松　田 ～ 31年迄
昭和32年 1957 北部中学校 伊　波 北郷・鹿谷・荒土の３中学校合併し設立

表33　荒　土　地　区

表34　荒土地区学校沿革
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記号 番号 名　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　法（ｍ） 備　考

ｈ 1 （校門寄贈） 北郷小学校 昭和41.4 不要 プレート
ｈ 2 飛躍 北郷小学校 昭和61.3 ２段　総高0.96×1.19×0.10
ｈ 3 二宮尊徳像 北郷小学校 無 不要

設立年 西暦 学　校　名 場　　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 松尾小学校 森　川
森川･志比原･檜曽谷･堀名中清水･西妙金島･伊波･妙金島7区で
設立。11年檜曽谷･堀名中清水･伊波･妙金島区が独立。19年森
川･志比原･西妙金島区も壇ケ城小学校に入る。松尾小学校は
一時廃校に、23年森川･志比原･西妙金島･檜曽谷4区で再開設

明治７年 1874 鷲巣小学校 伊知地 伊知地・坂東島・岩屋・東野４区で設立。19年岩屋区分離
明治20年 1887 岩屋小学校 岩　屋 岩屋１区で設立。25年鷹巣小学校の分教場
明治41年 1908 北郷小学校 （東野後桧會谷） 鷹巣小学校と松尾小学校を統合。伊知地・岩屋区に分教場
昭和22年 1947 北郷小学校 （桧會谷後東野） 新学制
昭和22年 1947 北郷中学校 桧會谷 ～ 31年迄

表35　北　郷　地　区

表36　北郷地区学校沿革
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常
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　

卒
業
生
一
同
有
志

　
　
　
　
　

施
工　

福
井
市
新
保
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
石
材
店

記号 番号 名　　　称 学　校　名 設置年月日 寸　　　　法 備　考

ｉ 1 （国旗掲揚台寄贈） 鹿谷小学校 昭和47.8 不要 プレート
ｉ 2 （校門寄贈） 鹿谷小学校 昭和56.6 不要 プレート
ｉ 3 二宮尊徳像 鹿谷小学校 無 不要

設立年 西暦 学　校　名 場　　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 鹿渓小学校 矢戸口（後本郷） 矢戸口・西光寺・北西俣・本郷・東遅羽口・西遅羽口・杉俣
７区で設立

明治９年 1876 西俣小学校 北西俣 北西俣・西光寺２区で設立。17年に再度鹿渓小学校に復帰
明治８年 1875 甲淵小学校 保　田 保田・志田・発坂３区で設立。13年志田・発坂区が分離
明治13年 1880 若宮小学校 志　田 志田・発坂２区で設立。18年甲淵小学校に戻る
大正３年 1914 鹿谷小学校 本　郷 鹿渓小学校に甲淵小学校が合併されて成立。保田区に分教場
昭和22年 1947 鹿谷小学校 本　郷 新学制
昭和22年 1947 鹿谷中学校 本　郷 ～ 31年迄

表37　鹿　谷　地　区

表38　鹿谷地区学校沿革
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ｉ
ー
３　

二
宮
尊
徳
像

　
　

以
徳
報
徳

　
　
　
　

一
木
喜
徳
郎
書
（
花
押
）

昭
和
十
一
年

　
　
　
　

寄
贈　

　
　
　
　
　
　
　

川
崎
辰
猪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　

謹
作
廣
野
市
次
郎

10
節　

遅
羽
地
区

設立年 西暦 学　校　名 場　　所 備　　　　　　考

明治６年 1873 三室小学校 （蓬生後大袋） ６年遅羽小学校と称す。比島・蓬生・大袋・嵭崎・北山５区
で設立。再度41年遅羽小学校と改称

明治７年 1874 下荒井小学校 下荒井 後三室小学校に併合
昭和22年 1947 三室小学校 大　袋 新学制。三室小学校と改称
昭和22年 1947 三室中学校 大　袋 ～ 24年迄。勝山中学校に合併

表39　遅羽地区学校沿革
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こ
の
章
は
新
規
に
見
つ
か
っ
た
人
物
碑
４
基
と

一
般
碑
32
基
を
扱
っ
た
。
先
の
報
告
書
で
は
勝
山

市
に
関
係
が
深
い
碑
で
あ
っ
て
も
市
外
の
も
の
は

除
外
し
た
。
今
回
は
４
基
と
数
も
少
な
い
た
め
県

外
の
も
の
も
含
め
市
外
の
碑
も
掲
載
し
た
。
地
区

別
に
節
を
設
け
る
こ
と
は
せ
ず
一
覧
表
40
で
全
体

像
を
示
し
、
人
物
・
一
般
碑
と
も
地
区
ご
と
に
、

写
真
と
碑
文
は
全
文
を
掲
載
し
た
。

６
章　

新
規
追
加
碑

地区 記号 番号 名　　称 分　類 人物（項目）名 場　所 設置年月日 寸　　法（ｍ） 備考
平泉寺 Ａ 69 観空了円大徳 人物 観空了円 赤　尾 無 １段　総高0.94×0.44×0.32
平泉寺 Ａ 70 魚塚 一般 供養 大　渡 昭和49.6 １段　総高0.94×0.75×0.27
平泉寺 Ａ 71 赤尾のいしずえ 一般 土地改良 赤　尾 平成26.3 ２段　総高0.99×2.08×0.15
平泉寺 Ａ 72 泰澄大師草庵遺跡 一般 泰澄 大　渡 昭和37.11．吉日 ２段　総高1.70×0.61×0.13
平泉寺 Ａ 73 （陸軍省境界碑） 一般 その他 大矢谷 無 １段　総高0.42×0.19×0.19 15基
平泉寺 Ａ 74 南無阿彌陀佛 一般 供養 平泉寺墓地 明治36．1 ３段　総高2.70×0.75×0.39
平泉寺 Ａ 75 火葬場建築記念碑 一般 建築記念 平泉寺墓地 昭和39.10 ２段　総高2.00×0.70×0.11
猪野瀬 Ｂ 29 勝山道 一般 道標 上高島 無 １段　総高0.60×0.12×0.12
勝山 Ｃ 104 祖先西脇糺碑 人物 西脇糺 元町国泰寺境内 明治38.9 ４段　総高2.16×1.10×0.16
勝山 Ｃ 105 木下氏之塚 人物 木下善八 本町西宮寺境内 明治23.5.9 ３段　総高1.70×0.90×0.24
勝山 Ｃ 106 故友安恵光碑 人物 友安恵光 本町尊光寺境内 明治 ３段　総高2.15×0.67×0.09
勝山 Ｃ 107 （元禄四年小笠原家臣寄進神明社灯篭） 一般 灯籠 元町神明神社境内 元禄4.11.吉日 総高0.67
村岡 Ｄ 29 村岡山古戦場無縁仏の墓 一般 供養 寺　尾 昭和40.7 ２段　総高0.64×0.18×0.18
村岡 Ｄ 30 （浄土寺水上神社燈籠） 一般 灯籠 浄土寺水上神社境内 正徳5.8.吉日 ２段　総高0.96×0.22×0.22 ２基
野向 Ｅ 35 安穏 一般 供養 北野津又 平成21.6 ２段　総高0.51×0.87×0.09
野向 Ｅ 36 合月石観音堂 一般 建物跡 薬師神谷 無 ２段　総高1.38×0.20×0.20
野向 Ｅ 37 逃谷小場 一般 説明案内 北野津又 平成13.4．吉日 １段　総高0.90×0.18×0.18
野向 Ｅ 38 新保峠の地蔵さん 一般 宗教民俗 横　倉 平成28.10 １段　総高0.70×0.21×0.20
北谷 Ｆ 14 森下藤左衛門追悼之碑 一般 森下藤左衛門 中野俣 平成3.9 ２段　総高1.11×0.77×.011
荒土 Ｇ 33 置局功績顕彰碑 一般 建物 北新在家 昭和55.9 ３段　総高2.57×0.74×0.17
荒土 Ｇ 34 道祖神 一般 宗教民俗 新　保 平成1 １段　総高0.62×0.56×0.31 ２基
荒土 Ｇ 35 東久邇宮稔彦王殿下御宿営記念 一般 皇室 伊　波 大正10.11 ２段　総高2.78×0.30×0.19
北郷 Ｈ 46 南無阿弥陀佛 一般 森景義雄 坂東島 天保13.6.12 １段　総高1.60×0.56×0.27
鹿谷 Ｉ 35 道路記念碑 一般 道路改修 志　田 昭和9.8 ３段　総高3.58×0.72×0.42
鹿谷 Ｉ 36 鹿渓小学校創立之地 一般 建物跡 矢戸口 無 １段　総高0.66×0.18×0.12
鹿谷 Ｉ 37 薬師前清水 一般 説明案内 杉　俣 無 １段　総高1.07×0.20×0.20
鹿谷 Ｉ 38 （矢戸口白山伏拝み） 一般 宗教民俗 矢戸口 明和5 天保11.3 戊子.3 ３基
遅羽 Ｊ 22 （通学道安全祈願祭碑） 一般 その他 大　袋 平成14.10.吉日 １段　総高0.96×0.15×0.13
遅羽 Ｊ 23 三室山城址 一般 建物跡 嵭　崎 無 １段　総高1.10×0.11×0.11
遅羽 Ｊ 24 神奈備の磐座 一般 宗教民俗 嵭　崎 無 １段　総高0.96×0.12×0.13
遅羽 Ｊ 25 南無阿弥陀佛 一般 供養 下荒井 無 １段　総高0.55×0.46×0.12
遅羽 Ｊ 26 不動明王跡地 一般 建物跡 下荒井 平成5.9.吉日 ４段　総高1.62×0.50×0.12

永平寺町 Ｋ 1 白山権現伏拝 一般 泰澄 小舟渡駅 無 １段　総高1.10×0.16×0.15
大野市 Ｋ 2 （松平直良供養碑） 一般 供養 大野市木本 無 ３段　総高1.71×0.24×0.15
大野市 Ｋ 3 南無阿弥陀仏 一般 供養 東市布　油坂峠 安政5 ３段　総高1.78×0.35×0.34
県外 Ｋ 4 新羅公墓碑 一般 供養 滋賀県大津市 明治12.5.25 ２段　総高2.36×0.93×.045

表40　追加石碑一覧
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Ａ
ー
69　

観
空
了
因
大
徳

　
　

観
空
了
因
大
徳

Ａ
ー
70　

魚
塚

　
　

魚
塚

（
裏
）

　

昭
和
四
十
九
年
六
月

昭
和
四
十
九
年
…
一
九
七
四
年
。
料
理
屋
を
営
み
魚
供
養
の

た
め
建
て
る
。

Ａ
ー
71　

赤
尾
の
い
し
ず
え

　
　

赤
尾
農
業
農
村
整
備
事
業
完
成
記
念

　

赤
尾
の
い
し
ず
え

　
　
　

平
成
26
年
３
月　

赤
尾
区

（
裏
）

　

当
赤
尾
区
は
、
古
来
よ
り
中
山
間
地
に
属
す
る
農

村
で
あ
っ
た
が
、
近
代
的
農
業
に
対
応
す
る
た
め
、

第
一
次
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
赤
尾
笹
尾
共
同

施
工
に
よ
り
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
四
十
九
年
に
か

け
て
、
昔
か
ら
の
不
整
形
の
水
田
の
区
画
整
理
と
農

道
、
用
排
水
路
の
整
備
を
実
施
し
た
。
改
良
圃
場
面

積
は
、
赤
尾
区
が
三
十
五
・
七
ha
、
笹
尾
区
が
十
七
・

七
ha
。
事
業
費
は
一
億
九
千
五
百
万
円
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
大
型
機
械
の
導
入
と
共
同
作
業
に
よ
る

集
落
営
農
の
基
盤
が
で
き
あ
が
り
、
当
区
で
は
、
直

ち
に
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
み
、
昭

和
五
十
年
に
は
、
他
に
先
が
け
て
機
械
共
同
利
用
組

合
を
誕
生
さ
せ
た
。

　

次
に
、
平
泉
寺
南
部
七
集
落
で
勝
山
東
部
土
地
改

良
区
を
結
成
し
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
七
年
に

か
け
、
県
営
農
村
総
合
基
盤
整
備
事
業
に
着
手
。
当

区
で
は
、
主
と
し
て
農
村
生
活
環
境
整
備
事
業
に
取

り
組
ん
だ
。

主
な
事
業
は
農
村
公
園
（
平
成
三
年
三
月
）、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
平
成
四
年
八
月
）、
農
道
舗
装
、

営
農
飲
雑
用
水
、
旧
大
堤
の
拡
張
改
良
等
で
七
集
落

の
全
体
事
業
費
は
、
十
八
億
六
千
二
百
万
円
で
あ
っ

た
。
特
に
農
村
環
境
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
は
本
事

業
に
よ
る
上
水
道
と
そ
の
後
の
下
水
道
の
供
用
開
始

（
平
成
十
九
年
）
で
あ
る
。

　

第
三
回
目
は
、
県
営
赤
尾
営
林
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
で
あ
る
。
土
地
改
良
以
来
四
十
年
、
用
排
水
路

の
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
さ
ら
に
当
区
積
年
の
悩
み
で
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あ
っ
た
水
不
足
、
こ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
、
平
成

二
十
年
か
ら
二
十
五
年
に
か
け
て
七
億
八
千
万
円
の

事
業
費
で
、
新
大
堤
（
内
一
億
七
千
八
百
万
円
）
の

新
設
と
用
排
水
路
の
抜
本
的
な
改
修
を
行
っ
た
。
な

お
、
平
成
二
十
一
年
二
月
に
は
、
従
来
の
二
つ
の
農

業
機
械
共
同
利
用
組
合
を
解
消
し
、
作
業
の
共
同
化

と
生
産
性
の
向
上
を
目
指
し
「
農
業
組
合
法
人
・
農

楽
の
郷
あ
か
お
」
を
設
立
し
た
。

平
成
26
年
…
二
〇
一
四
年
。

Ａ
ー
72　

泰
澄
大
師
草
庵
遺
跡

　
　

泰
澄
大
師
草
庵
遺
跡

（
裏
）

　

昭
和
三
十
七
年
十
一
月
吉
日

　
　
　

施
主　
　

上
山
太
右
衛
門
三
男

　
　
　

大
阪　
　

上
山
太
郎
右
衛
門

　
　
　

世
話
人　

上
山
首
計

Ａ
ー
73　

陸
軍
省　

　
　

陸
軍
省

（
裏
）　

境
界

Ａ
ー
74　

南
無
阿
彌
陀
佛

　
　

　
　

南
無
阿
彌
陀
佛

（
側
面
）
明
治
三
十
六
年
一
月

（
側
面
）
寄
附
人　
　
　
　
　
　

刻
士

　
　
　
　
　
　
　

山
田
與
三
松　
　
　

林　

五
市

明
治
三
十
六
年
…
一
九
〇
三
年
。

Ａ
ー
75　

火
葬
場
建
築
記
念
碑

火
葬
場
建
築
記
念
碑

（
裏
）　

昭
和
二
十
九
年
十
月
建
設　

平
泉
寺
區

　
　
　
　
　
　

牧　

下　

甚
之
丞
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世
話
人　
　
　

原　
　

藤
右
衛
門

　
　
　
　
　
　

中　

村　

亀
次
郎

　
　
　
　
　
　

鳥　

山　

圓　

忠

　
　
　

一
組　

大　

林　

市
三
郎

　
　
　

二
組　

小　

林　

朔
之
助

　
　
　

三
組　

武　

内　

康　

孝

　
　
　

四
組　

中
山　

又
右
衛
門

　
　
　

五
組　

中　

田　

圓　

松

　
　
　

六
組　

亘　
　
　

武　

夫

　
　
　

七
組　

田　

中　

運
太
郎

　
　
　

八
組　

中　

村　

力　

太

　
　
　

九
組　

中　

村　

盛　

男

　
　
　

十
組　

石　

黒　

憲　

次

　
　

十
一
組　

平　

林　

秀　

治

　
　

十
二
組　

江　

端　

榮　

蔵

築
炉
請
負
人　

岡　

本　

利　

一

建
築
請
負
人　

杉　

山　

一　

榮

Ｂ
ー
29　

勝
山
道

　
　

勝
山
道

（
側
面
）
猪
野
瀬
村
上
高
島

（
側
面
）
猪
野
瀬
村
若
猪
野

Ｃ
ー
104　

西
脇
糺
碑

　

祖
先
西
脇
糺
碑　

祖
父
西
脇
勝
時
通
稱
蘭
之
助
世
事
勝
山
侯
有
十
一
子
家
厳

糺
其
第
五
子
以
嘉
永
三
年
庚
戌
正
月
十
二
日
生
幼
名
五
六

壮
而
改
今
名
號
枕
水
資
性
温
厚
有
執
務
之
材
而
志
常
在
實

業
明
治
初
年
拜
命
某
學
訓
導
終
始
十
年
薫
陶
育
秀
有
可
見

矣
然
而
不
欲
永
違
初
志
明
治
十
三
季
超
然
決
意
委
身
於
實

業
當
此
時
受
西
南
戰
役
後
財
政
衰
頽
之
餘
弊
商
家
鎖
店
者

相
踵
家
嚴
善
處
其
間
操
縱
甚
努
勞
々
役
々
具
嘗
辛
苦
遂
排

百
難
家
道
漸
起
明
治
卅
年
義
金
于
勝
山
勸
業
費
官
賜
木
杯

以
賞
之
廿
八
年
擧
於
勝
山
町
會
議
員
尋
大
日
本
武
徳
會
福

井
縣
支
部
委
員
私
立
衛
生
會
評
議
員
及
所
得
税
調
査
員
皆

以
見
任
焉
常
誡
兒
輩
曰
凡
人
當
先
自
修
自
立
而
後
盡
於
公

自
為
家
以
來
殆
三
十
年
居
常
躬
踐
此
言
以
率
兒
女
二
男
一

女
伯
曰
静
為
福
井
高
等
女
學
校
教
諭
仲
曰
得
三
任
陸
軍
醫

官
從
日
露
戰
役
今
在
旅
順
女
春
枝
出
嫁
石
川
氏
兄
徳
三
今

茲
盛
夏
不
得
賜
歸
休
定
省
望
郷
之
餘
切
思
家
嚴
之
勞
苦
而

不
能
忘
乃
請
勤
梗
概
以
樹
碑
時
距
其
生
五
十
六
年
辞
曰

　

翠
松
蓊
欝　

龍
蟠
山
の
青
崢　

固
帶
深
根　

枝
葉
繁
榮

　
　
　

明
治
三
十
八
年
秋
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男　

西
脇
得
三　

謹
撰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男　

西
脇　

静　

謹
書

（
裏
）　

四
十
無
聞
を
愧
と
か
や

　
　
　

耳
順
に
近
き
飯
袋
子
の
予
が
来
由
を　
　

　
　
　

兒
等
碑
に
刻
め
る
を
見
て
観
相
の
下
に

　
　
　

佇
む
こ
と
久
し

　
　
　

聞
か
声
こ
そ　
　
　
　

生
春
亭

　
　
　

眠
り
安
か
れ　
　
　
　
　
　

枕
水

　
　
　
　

秋
乃
風

糺
は
勝
山
藩
士
西
脇
蘭
之
助
の
五
男
と
し
て
嘉
永
３
年

（
１
８
５
０
）
に
生
ま
れ
た
。
福
井
県
を
代
表
す
る
書
家

西
脇
静
（
呉
石
）
の
父
で
勝
山
町
会
議
員
な
ど
を
勤
め
た
。

Ｃ
ー
105　

木
下
氏
之
塚
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木
下
氏
之
塚

　
　
　
　
　

発
起
中

河
原
製
糸
絲
場
創
立
人
木
下
氏
諱
善
八
勝
山
下
後
人
也

為
人
剛
直
謀
事
必
遂
焉
明
治
十
八
年
創
立
製
絲
場

於
河
原
其
成
也
所
須
之
用
器
皆
具
既
而
工
女
来
就

業
者
常
三
十
余
人
亦
可
謂
成
盛
美
之
事
矣
去
歳

冬
十
二
月
九
日
不
幸
病
而
死
年
五
十
有
四
諡
曰
開
善

長
男
仁
之
助
追
悼
不
止
而
擬
立
塚
於
場
畔
工
女
亦

請
資
助
焉
茲
年
会
一
周
諱
辰
乃
相
倶
謀
建
之

于
時
明
治
廿
三
年
五
月
九
日
也

　

龍
河
流
無
止　

製
糸
興
此
長

一
身
帰
四
大　

千
載
美
名
芳

Ｃ
ー
106　
　

友
安
恵
光
碑

　
　

故
友
安
恵
光
碑

　
　
　
　
　
　
　
　

門
弟
中

（
裏
）

　
　
　
　
　

発
起
人　
　
　
　
　

中
村
兵
吉　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
下
三
作　

明
治
四
十
二
年
七
月
一
日
残
之　

松
原
茂
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
嘉
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榊
原
与
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
道
与
吉

Ｃ
ー
107　
（
元
禄
四
年
小
笠
原
家
臣
寄
進
神
明
社
灯
篭
）

　
　
　
　
　

元
禄
四
年　
　
　

奉　

寄
進　
　

石
燈
籠

　
　
　
　
　
　
　

伴
助
右
衛
門
貴
長　
　

　
　
　
　
　
　
　

常
葉
六
郎
左
衛
門
貴
平

　
　
　

辛
未
十
一
月
吉
日

（
側
面
）

　

奉
修
造　
　

林　

■
■
■

　
　
　
　
　

秋
八
月　

Ｄ
ー
29　

村
岡
山
古
戦
場
無
縁
仏
の
墓

　
　

村
岡
山
古
戦
場
無
縁
仏
の
墓

（
裏
）

　

昭
和
四
十
年
七
月
建
之

　
　
　
　
　

施
主　
　
　
　

斎
藤
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
吉
信
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Ｄ
ー
30　
（
浄
土
寺
水
上
神
社
燈
籠
）

　
　

正
徳
五　

乙
未

　
　

奉
建
立　

燈
籠　
　
　
　

三
四
良

　
　
　
八
月
　
吉
日

　

正
徳
五
年
…
一
七
一
五
年
。

Ｅ
ー
35　

安
穏

　
　

安
穏

（
裏
）

　

火
葬
場
跡
の
碑

　

古
に
、
区
の
火
葬
場
が

こ
の
地
（
超
戸
）
に
建
て

ら
れ
、
昭
和
四
十
三
年
ま

で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
以
降
は
勝
山
市
の

火
葬
場
を
使
用
す
る
よ
う

に
な
り
廃
止
と
な
る
。

跡
地
に
碑
を
建
立
し
永
代

ま
で
哀
悼
の
意
を
表
す
。

　

平
成
二
十
一
年
六
月
建
立

　
　
　
　
　

北
野
津
又
区

Ｅ
ー
36　

合
月
石
観
音
堂

　
　

合
月
石
観
音
堂

地
元
の
方
の
話
し
で
は
以
前
は
白
山
神
社
の
碑
が
建
っ

て
い
た
と
い
う
。
宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
の
郡
上
領

下
郷
明
細
帳
に
は
白
山
堂
と
あ
る
。
現
在
は
観
音
像
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
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Ｅ
ー
37　

逃
谷
小
場

　
　

逃
谷
小
場

　
　
　

上　

石
休
場

　
　
　

下　

芝
草

（
裏
）
平
成　

十
三
年
四
月
吉
日

か
た
わ
ら
に
逃
谷
休
場
と
刻
ま
れ
た
石
あ
り
。　

Ｅ
ー
38　

新
保
峠
の
地
蔵
さ
ん

　
　

新
保
峠
の
地
蔵
さ
ん

（
側
面
）
寄
進　

建
屋
等
一
式　

㈱
西
出
建
設

（
側
面
）
平
成
二
十
八
年
十
月　
　

横
倉
区

（
裏
）元

禄
八
年
（
一
六
九
五
）
山
論
裁
許
絵
図
に
新
俣
峠
・

古
峠
（
大
日
峠
）
と
記
さ
れ
、
加
賀
新
保
と
の
交
流

の
道
で
あ
っ
た
。

Ｆ
ー
14　

森
下
藤
左
衛
門
追
悼
碑

　
　

遠
祖
森
下
藤
左
衛
門
追
悼
之
碑

　
　

平
成
三
年
九
月
建
立

　
　
　
　
　
　

青
木　

稔

　
　
　
　
　
　
　
　

治
子

　
　
　
　
　
　
　
　

毬
子

（
裏
）

　

あ
し
だ
ふ
み

　
　

お
ど
る
む
ら
び
と

　
　
　
　

今
は
絶
え

　

や
し
ろ
の
庭
に

　
　
　

と
ち
の
実
哀
し

　
　
　
　
　
　
　

み
の
り
作

　
Ｇ
ー
33　

荒
土
郵
便
局
置
局
功
績
顕
彰
碑

　
　

荒
土
郵
便
局
置
局
功
績
顕
彰
碑

　
　
　
　

参
議
院
議
員　

山
内
一
郎
書

　
　
　
　

郵 

政 

大 

臣

（
裏
）

　

碑
文

当
地
方
の
通
信
文
化
の
発
展
に
寄
与
せ
ん
と
木
下
勘
治

（
32
才
）
郵
便
局
設
置
を
発
意　

昭
和
14
年
４
月
以
来
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関
係
各
位
の
強
力
な
応
援
を
得
て
名
古
屋
逓
信
局
及
び

逓
信
省
に
荒
土
郵
便
局
置
局
を
請
願
陳
情
を
続
け
漸
く

大
東
亜
戦
争
勃
発
直
後
の　

昭
和
17
年
１
月
16
日
開
局

と
な
り
多
年
の
宿
願
が
達
成
し
た　

茲
に
当
時
の
功
績

を
永
く
顕
彰
す
る
た
め
之
の
碑
を
建
立

　
　
　

局
設
置
協
力
者

　
　

衆
議
院
議
員　
　
　

斎
藤
直
橘
殿

　
　

福
井
市
長

　
　

逓
信
大
臣
官
房　
　

西　

利
一
殿

　
　

秘
書
官　

　
　

福
井
県
議
会
議
員　

恩
地
政
右
エ
門
殿

　
　

高
椋
村
長

　
　

丸
岡
郵
便
局
長　
　

津
田
寿
紀
殿

　
　

竹
田
郵
便
局
長　
　

辻
端
彦
一
殿

昭
和
17
年
１
月
16
日
逓
信
省
辞
令
に
よ
り
特
定
郵

便
局
長
木
下
勘
治
初
代
局
長
拝
命

昭
和
17
年
１
月
16
日
假
局
舎
有
原
宅
で
事
務
開
始

同
17
年
８
月
局
舎
完
成

同
19
年
12
月
電
信
電
話
開
通

同
20
年
12
月
先
代
義
穂
を
襲
名

同
21
年
２
月
電
話
交
換
開
始

同
50
年
８
月
新
局
舎
完
成

同
51
年
６
月
退
耺
68
才

同
51
年
７
月
木
下
立
夫
局
長
就
任

　

建
立
発
起
人

　
　
　

木
下
光
一　

木
下
茂
之　

木
下　

元

　
　

昭
和
55
年
９
月

Ｇ
ー
34　

道
祖
神

　
　

荒
土
町
新
保

（
裏
）　

山
田
秀
志
作

　
　
　
　
　

平
成
元
年

Ｇ
ー
35　

東
久
邇
宮
稔
彦
王
殿
下
御
宿
営
記
念

　
　

東
久
邇
宮
稔
彦
王
殿
下
御
宿
営
記
念

（
裏
）　

大
正
拾
年
十
一
月
建
之

Ｈ
ー
46　

南
無
阿
弥
陀
佛

　
　

南
無
阿
弥
陀
佛

（
天
保
）
十
三
壬
寅
■
六
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釈
義
雄

天
保
十
三
年
…
一
八
四
二
年
。
森
景
道
場
の
森
景
義
雄
に
よ

り
建
立
さ
れ
傍
ら
に
地
蔵
尊
あ
り
。
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Ｉ
ー
35　

道
路
記
念
碑

　
　

道
路
記
念
碑　
　

　
　

福
井
県
知
事　

近
藤
駿
介
書

（
裏
）

　

玉
崎
璋
氏

　

氏
ハ
傳
右
ヱ
門
ノ
嫡
子
明
治
二
十
年
十
月
廿
五
日
生
ル

　

性
温
厚
兼
テ
衆
望
ニ
依
リ
福
井
縣
會
議
員
其
他

　

ノ
名
譽
職
ニ
推
挙
セ
ラ
ル
正
義
一
貫
社
会
公

　

共
ノ
為
ニ
盡
瘁
セ
ラ
レ
其
功
績
實
ニ
大
ニ
シ
テ

　
　

タ
ク
其
ノ
徳　
　
　
　
　

労
ニ
酬
ユ

　
　
　
　
　

昭
和
九
年
八
月
建
之

璋
は
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
志
田
村
の
旧
家
玉
崎

伝
右
衛
門
家
に
生
ま
れ
た
。
県
会
議
員
や
鹿
谷
村
村
長

を
勤
め
た
。

Ｉ
ー
36　

鹿
渓
小
学
校
創
立
之
地

　
　

鹿
渓
小
学
校
創
立
之
地

（
裏
）明

治
七
年
組
合
立
学
校
設
置
せ
ら
れ
て
か
ら
明
治
三

十
一
年
に
本
郷
ラ
ン
ト
へ
移
転
ま
で
の
二
十
五
年
間

の
校
地
の
址
で
あ
る
。

Ｉ
ー
37　

薬
師
前
清
水

　
　

薬
師
前
清
水

（
側
面
）

　

こ
の
清
水
は
中
部
縦
貫
自
動
車
道
建
設
に
伴
い

　

二
〇
〇
八
年
度
に
水
飲
場
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。

（
側
面
）

　

白
山
神
社
地
跡　

杉
俣
二
二
字
薬
師
前

Ｉ
ー
38　

矢
戸
口
白
山
伏
拝
み

（
右
）

　
　
　

明
（
和
五
年
カ
）

　

白
山

　
　

戊
子
三
月　

大
田
村

　

甚
右
衛
門

（
真
中
）

　
　

天
保
十
一
戌
年
（
マ
マ
）
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三
月

（
左
）

　
　

白
山
伏
拜
（
拝
）

明
和
五
年
…
一
七
六
八
年
。
天
保
十
一
年
…
一
八
四
〇
年
。

Ｊ
ー
22　
（
通
学
道
安
全
祈
願
祭
碑
）

　
　

平
成
十
二
年
九
月
十
日

　
　

祝　

通
学
道
安
全
祈
願
祭

（
裏
）

　

平
成
十
四
年
十
月
吉
日

　
　

勝
山
市
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　
　

野
尻
佐
太
郎

Ｊ
ー
23　

三
室
山
城
址

　
　

三
室
山
城
址

戦
国
時
代
末
期
の
一
向
一
揆
の
砦
跡

Ｊ
ー
24　

神
奈
備
の
磐
座

　
　

神か
ん

奈な

備び

の
磐い
わ

座く
ら

Ｊ
ー
25　

南
無
阿
弥
陀
佛

　
　

南
無
阿
弥
陀
佛

両
脇
に
地
蔵
様
、
片
方
の
は
顔
面
を
欠
く
。
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Ｊ
ー
26　

不
動
明
王
跡
地

　
　

不
動
明
王
跡
地

（
裏
）

　

平
成
五
年
九
月
吉
日

下
荒
井
薬
師
神
社
へ
移
転
合
祀

　
　
　
　
　

下
荒
井
氏
子
一
同

Ｋ
ー
１　

白
山
権
現
伏
拝

　
　

白
山
権
現
伏
拝　

藤
巻
村
地
上

Ｋ
ー
２　

松
平
直
良
供
養
碑

　
　

法
名　

松
厳
院
殿
光
山
徹
源
大
居
士

（
裏
）　

高
橋
乙
松

他
は
判
読
不
能

Ｋ
ー
３　

南
無
阿
弥
陀
仏

　
　

南
無
阿
弥
陀
仏

（
裏
）

　

安
政
五
午
歳　
　
　
　

願
主

　
　
　

十
月
榖
旦　
　
　
　
　

大
野　
　

商
人
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
方　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
鳥

　
　

安
政
五
年
…
一
八
五
八
年
。



－56－

Ｋ
ー
４　

新
羅
公
墓
碑　

　
　

新
羅
公
墓
碑

今
上
御
世
之
初
廃
公
卿
諸
侯
之
称
為
華
族
又
類
別
其
宗
族
以
起
理
之

吾
同
宗
列
為
華
族
者
十
有
八
家
實
係
於
新
羅
源
公
之
裔
嗚
呼
吾
祖
遺

澤
之
遠
子
孫
蕃
滋
受
國
之
榮
寵
以
至
于
今
為
之
裔
者
可
不
致
追
遠
之

誠
哉
於
是
同
宗
胥
議
使
従
五
位
南
部
信
民
及
不
肖
義
尭
来
奠
公
墓
墓

在
近
江
國
滋
賀
郡
別
所
村
官
林
中
地
舊
属
園
城
寺
寺
中
間
乱
世
祭
祀
不

修
尋
為
封
建
之
制
各
家
守
其
土
不
能
檀
越
封
彊
遂
曠
展
墓
之
禮
者
數

百
年
丘
隴
為
篠
蕩
所
没
然
其
封
樹
巋
存
徴
之
舊
記
其
為
公
墓
審
矣
因

正
塋
域
設
柵
垣
建
碑
以
銘
之
併
記
十
有
八
家
姓
名
於
碑
陰
乃
約
各
家

子
孫
歳
時
更
来
以
致
祭
奠
焉
謹
按
公
諱
義
光
穪
新
羅
三
郎
伊
豫
守
諱

頼
義
之
子
以
勇
智
多
藝
顯
於
世
初
為
左
兵
衛
尉
金
澤
之
役
聞
兄
義
家

戦
不
利
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図

第１図　勝山市全体図
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第２図　平泉寺・猪野瀬・勝山・村岡地区

第８図

第９図
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第３図　村岡・荒土・鹿谷・遅羽地区
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第４図　村岡・野向・荒土地区
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第５図　北谷地区

第６図　北郷地区
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第７図　荒土・北郷地区

第８図　平泉寺地区拡大
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第９図　勝山地区拡大
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平泉寺小学校 成器女子小学校

成器南小学校 村岡小学校

野向小学校 北谷小学校

荒土小学校 北郷小学校

鹿谷小学校 三室小学校
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